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主な内容

（６月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,102 （＋ 24）
人　 口 ５万 4,236 （－ 5）
男 ２万 5,418 （＋ 2）
女 ２万 8,818 （－ 7）

出　 生 31
死　 亡 55
転　 入 107
転　 出 86
その他異動 2



　　
本
市
は
、
韓
国
・
順
天
市
と

2
0
1
2
年
１1
月
13
日
に
姉
妹

都
市
盟
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
順
天
市
は
、本
市
と
同
様
に
ツ

ル
の
渡
来
地
で
あ
り
、2
0
0
3

年
に
趙
忠
勳
順
天
市
長
の
表
敬

訪
問
を
受
け
て
以
来
、
交
流
を

続
け
、
2
0
0
9
年
に
は
「
出

水
市
と
大
韓
民
国
順
天
市
に
お

け
る
ツ
ル
保
護
等
の
た
め
の
友

好
交
流
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
、
2
0
1
2
年
に
こ
れ

ま
で
の
友
好
関
係
を
深
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
姉
妹
都
市
盟
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
本
年
8
月
3
日
か
ら
同
6
日

ま
で
、
本
市
の
中
学
生
・
高
校

生
21
人
を
順
天
市
に
派
遣
し
、

順
天
市
の
中
学
生
と
の
交
流
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
の
出
水
市
大
産

業
祭
で
は
、
順
天
市
の
特
産
品
の

販
売
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
台
湾
南
投
県
埔
里

鎮
と
2
0
1
7
年
5
月
31
日
に

姉
妹
都
市
盟
約
を
結
び
ま
し

た
。
今
後
は
、
経
済
・
貿
易
・

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
環
境
・

教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
交
流

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
埔
里
鎮
は
、
人
口
約
8
万
1

千
人
で
台
湾
の
中
心
に
位
置
し
、

「
台
湾
の
へ
そ
」
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
四
方
は
山
に
囲
ま

れ
た
盆
地
で
、
面
積
は
1
6
2 

2
2
7
平
方
キ
ロ
㍍
と
本
市
の

約
半
分
で
す
。
お
も
な
産
業
は
、

農
業
と
観
光
業
で
良
質
な
水
に

恵
ま
れ
、
そ
の
水
を
使
っ
た
紹

興
酒
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。
埔

里
鎮
か
ら
南
に
17
キ
ロ
㍍
の
と

こ
ろ
に
台
湾
の
観
光
地
と
し
て

有
名
な
日
月
潭
と
い
う
湖
が
あ

り
、
多
種
多
様
な
蝶
の
生
息
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
も

盛
ん
で
、
日
本
か
ら
の
ツ
ア
ー

も
組
ま
れ
る
ほ
ど
人
気
で
す
。

　
埔
里
鎮
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
「
紙
教
堂
」
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
、
日
本

人
建
築
家
・
坂
茂
氏
の
設
計
で

神
戸
に
建
設
さ
れ
た
「
紙
の
教

会
」
が
台
湾
9
2
1
大
震
災
の

あ
っ
た
埔
里
鎮
に
移
築
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
自
転
車
文
化
も
盛
ん
で
、「
哲

学
の
道
」
と
言
う
自
転
車
道
は

竹
林
に
囲
ま
れ
、
そ
よ
風
を
受

け
な
が
ら
快
適
な
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
楽
し
め
ま
す
。

　
埔
里
鎮
の
平
均
気
温
は
、
21

度
で
、
寒
暖
の
差
が
少
な
く
、

冬
は
温
か
く
、
夏
は
涼
し
い
た

め
、
生
活
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

　
埔
里
鎮
と
本
市
の
姉
妹
都
市

盟
約
は
、
埔
里
鎮
に
あ
る
国
立

曁
南
国
際
大
学
付
属
高
校
と
出

水
中
央
高
校
の
音
楽
を
通
じ
た

交
流
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
10
月
に
は
、
本
市
で

埔
里
B
u
t
t
e
r
f
l
y
青

年
楽
団
と
出
水
中
央
高
校
吹
奏

楽
部
と
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

埔
里
鎮
っ
て

　
ど
ん
な
と
こ
？

埔
里
镇

プ
ー
リ
ー
チ
ン

埔里镇までの行き方

①鹿児島空港から桃園国際空港（台湾）まで
　飛行機で約 2時間 10 分

②桃園国際空港駅から高鉄桃園駅まで
　バスで約 15分

③高鉄桃園駅から高鉄台中駅まで
　高鉄（新幹線）で約 40分

④高鉄台中駅から埔里鎮まで
　バスで約 60分
　

姉
妹
都
市

盟
約
締
結

姉
妹
都
市

盟
約
締
結

埔里鎮の代表的な観光地で、
ボート乗場や遊歩道が設けられ、
美しい景色を楽しめます。また
湖畔には、温泉付きホテルがあ
り、バラやパッションフルーツ
を使ったワインもあります。

歯応えが良く、タケノコのよう
な食感です。茎の部分は水の中
に浸かって成長するため、「水
筍」と称されます。埔里の生産
量は台湾全土の 90％を占めて
います。

西康省営山県出身の惟覚和尚に
より1994年に創建されました。
圧倒的なスケールで独特の美し
い建造物が特徴です。中台禅寺
観光が目的でたくさんの方が埔
里鎮を訪れます。

埔里鎮までの行き方

鯉魚潭

中台禅寺

マコモダケ
リーユータン

チュウタイゼンジ

ユイカクオショウ

.

姉
妹
都
市
は
ほ
か
に
も

韓
国
順
天
市
が
あ
り
ま
す

チ
ョ
ウ

ニ
チ
ゲ
ツ
タ
ン

キ
ナ
ン

コ
ウ
シ
ュ

シ
ョ
ウ

ス
ン
チ
ョ
ン
シ

チ
ョ 

チ
ュ
ン
フ
ン

コウテツ

トウエン

虎頭山（フートウサン）でのパラグライダー

埔里镇へ行こう！

高雄市

台南市

南投県

太平洋

台湾海峡

桃園国際空港

高鉄台中駅
台中市

台北市

高雄市

台南市

台中市

台北市

高雄市

台南市

台中市

台北市

台　湾

埔里鎮

　　　へ行こう！

台湾南投県埔里鎮（市）と出水市は
姉妹都市盟約を締結しました

埔里鎮埔里鎮 鎮

プーリーチン

観光の食材の

お寺の 埔里鎮

チェジュ

ソウル

プサン

日本

大韓民国

順天市
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第
３０
回
記
念
出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

10
月
２２
日
（
日
）
開
催

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
！

【
参
加
者
】

種　
目　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
３
キ
ロ
㍍
、
10
キ
ロ
㍍

 

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
午
前
９
時
、
３
㌔
午
前
９
時
50
分
、
10
㌔
午
前
10
時
30
分

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上
の
健
康
な
方

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
高
校
生
以
下
、
10
㌔
は
中
学
生
以
下
の
方
は
参
加
で
き
ま

　

せ
ん
。

一
般
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）　 

４
５
０
０
円

　

一
般
（
３
㌔
・
10
㌔
）　 

４
０
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生　
　
　

 

２
５
０
０
円

　

小
学
生
　
　
　
　

 

２
０
０
０
円

 

参
加
申
込
書
（
第
28
・
29
回
大
会
に
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
郵
送
し
ま
す
）

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
直

　

接
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　
【
郵
便
振
替
・
窓
口
受
付
】
８
月
25
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】
９
月
３
日
（
日
）

特　
典　
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
抽
選
で
も
れ
な
く

　

豪
華
賞
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
給
水
係
や
立
し
ょ
う
係
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。

応
募
資
格　
高
校
生
以
上

募
集
人
数　
２
５
０
人

応
募
期
限　
８
月
25
日
（
金
）

※
例
年
、
所
属
団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
団
体
を

　

通
じ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
本
庁
産
業
振
興
総
務
課
ス
ポ
ー
ツ
交
流
室
内
）

　
（
☎
�
４
７
７
７
）

～
世
界
一
の
ツ
ル
の
渡
来
地
を
駆
け
る
～

み
ん
な
で

プ
ー
ル
に
行
こ
う
！

 

７
月
20
日
（
木
）
～
８
月
31
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
同
５
時

※
初
日
は
、
午
後
１
時
か
ら
無
料
開
放

※
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
、
老
朽
化
に
よ
る

　

危
険
防
止
の
た
め
撤
去
し
ま
し
た
。

 

幼 

児 　
　
　
　
　

50
円

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

高
校
・
一
般　

２
１
０
円

　

付
添
人　
　
　
　

無　

料

 

本
庁
産
業
振
興
総
務
課

　

産
業
振
興
総
務
係
（
☎
�
４
８
０
０
）

７
月
２0
日
海
洋
公
園
プ
ー
ル

オ
ー
プ
ン
！

☆ゲストランナー☆
リオデジャネイロオリンピック
男子マラソン カンボジア代表

猫　ひろし　氏

※交通規制のお知らせ
　選手の安全確保のため、大会当日の午前９時 30 分から同 11 時 30 分
までオレンジロードの小原～砂原交差点間は車両進入禁止となります。
　ご理解とご協力をお願いします。
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今
年
も
、
高
尾
野
駅
前
通
り
で
高

尾
野
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

子
供
み
こ
し
や
参
加
者
総
出
に
よ

る
踊
り
連
、
子
供
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

や
の
ど
自
慢
、
迫
力
満
点
の
太
鼓
の

シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。
最
後
は
、
夏

の
夜
空
を
飾
る
花
火
大
会
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

８
月
５
日
（
土
）

 

高
尾
野
駅
前
通
り
（
ふ
れ
あ
い

　

公
園
）

〇
午
後
３
時

　

子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト

〇
午
後
６
時　

子
供
み
こ
し
、
踊
り

　
パ
レ
ー
ド
、
の
ど
自
慢
ほ
か

〇
午
後
９
時
10
分
～　

花
火
大
会

※
午
後
５
時
か
ら
会
場
周
辺
は
、
交

　

通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

鶴
の
町
商
工
会
高
尾
野
本
所

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

高
尾
野
夏
祭
り

第３３回 

７月２３日 夏祭り演芸会場・花火打ち上げ場所 

７/２２  

７/２３ 
○交通安全三世代フェスタ ９：００～１２：３０ 
★ダンスコンテスト       １３：３０～ 
会場：出水市文化会館 

約５，０００発 

★メッセージ花火募集 
 【受付時間】１６：００～１８：００ 
 【受付場所】会場本部 

第３５回        鶴翔祭 
■出陣式・パレード   １７：３０～ 

■高校生による 

   新出水音頭披露  １８：００～ 

■みこし担ぎ競争    １８：２０～ 

■総踊り大会       １８：４０～ 

事務局 夏祭りいずみ鶴翔祭 実行委員会 お問合せ 62-1337 

  

７/２３(日)  

 総合司会 

ＤＪポッキー 

おれんじ鉄道ＱＲコード 

★ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 日本最大のｷｯｽﾞﾀﾞﾝｽｺﾝﾃｽﾄである
ALL JAPAN SUPER KIDS DANCE CONTEST2015 
やavexｷﾗｯﾄｴﾝﾀﾒﾁｬﾚﾝｼﾞｺﾝﾃｽﾄ2016で全国優
勝するなど全国屈指の実力を誇り、LocKの枠に
とらわれない自由な発想のｼｮｰを展開。 

ダンスフェスタ スペシャルゲスト 
Ｌｅｇｅｎｄ☆ＴＡＫＡＡＫＩ 

駐車場案内ＱＲコード 

おれんじ鉄道出水駅か

ら会場までシャトルバ

スが出ます。 
車両進入禁止 

18：00～22：00 
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夏
休
み
期
間
中
（
７
月
21
日
～
８
月
31
日
）

に
、
西
出
水
爆
笑
戦
隊
に
よ
る
ラ
ジ
オ
体
操
巡

回
を
希
望
す
る
子
ど
も
会
を
募
集
し
ま
す
。

※
４
～
５
人
で
訪
問
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
事

　

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

西
出
水
爆
笑
戦
隊
事
務
局
（
レ
ッ
ド
）

　
（
☎
０
９
０

－

１
９
２
８

－

５
５
４
６
）

日本新聞協会の「ＨＡＰＰＹ ＮＥＷＳ ＰＥＲＳＯＮ」受賞トロフィー（写真中央）

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院
中
の
食
事
代
の
減

額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
入
院
し
た
と
き
に
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
本
庁

（
⑥
番
窓
口
）、
高
尾
野
支
所
（
③
番
窓
口
）
ま
た
は
野

田
支
所
（
①
番
窓
口
）
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
７
月
以
前
か
ら
入
院
し
て
い
て
減
額
認
定
証

（
昨
年
度
分
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
８
月
以

降
も
引
き
続
き
入
院
さ
れ
る
方
は
、
８
月
中
に
本
年
度

分
の
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
昨
年
度
分

の
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、
本
年
度
も
交

付
対
象
と
な
る
方
に
は
、
被
保
険
者
証
の
更
新
と
併
せ

て
交
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
減
額
認
定
証
の
提
示
が
遅
れ
る
と
、
食
事
代
の
減
額

　

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
世
帯
に
な
っ
た
場
合
は
、
８
月
以
降
の

　

減
額
認
定
証
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
時
期　
８
月
１
日
以
降
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
月
の
途
中
で
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
初

　

日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

減
額
の
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
同
一
世
帯
の
世
帯
主

　

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税

　

の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、
世
帯
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

　

ま
た
は「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
印
鑑（
※
）」、

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

　

申
請
者
と
世
帯
主
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」

　

ま
た
は
「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
」、
届
け

　

出
人
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
更
新
の
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適

　

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
ご
持
参

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
１
年
以
内
に
91
日
以
上

　

入
院
し
て
い
る
方
は
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の

　
（
領
収
書
ま
た
は
入
院
期
間
証
明
書
等
）
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
の
方
は
、
広
域
連
合
へ
の
申
請

　

書
等
に
押
印
が
必
要
で
す
の
で
、
入
院
中
ま

　

た
は
入
院
予
定
の
被
保
険
者
本
人
の
印
鑑
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
た
方

も
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

　

70
歳
未
満
で
住
民
税
課
税
世
帯
の
方
が
診
療

を
受
け
る
と
き
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い

が
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額
に
な

り
ま
す
。
現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
お

持
ち
の
方
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
８
月

中
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

お
よ
び
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
外
来
診
療

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
１
つ
の
医
療
機
関
等
で

限
度
額
を
超
え
る
よ
う
な
（
高
額
な
）
診
療
を

受
け
る
際
は
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
は
、下
記
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
前
年
所
得
の
増
減
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度

　

額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯
は
、

　

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○：手続きが必要
ー：手続きが不要

70 歳以上の方 70 歳未満の方

課税世帯 非課税世帯 課税世帯 非課税世帯

限度額・標準負担額減額認定証 ー ○ ー ○

限度額認定証 ー ー ○ ー

◁
西
出
水
爆
笑
戦
隊
の
皆
さ
ん

世の中にＨＡＰＰＹを届けます。ヒィー！
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 ２０１７年８月から、70 歳以上の方の高額療養費の上限額（月額）が変わります。
　高額療養費制度では、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、
上限額を超えてお支払いいただいた分を払い戻します。その上限額が２０１７年８月より変わりま
す。上限額は、個人または世帯の所得に応じて決まっています。

※過去 12 カ月以内に、３回以上上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額
が下がります。

・  本庁市民生活課健康保険係（☎ 63 － 4041）
　　　 高尾野支所総合市民課市民福祉グループ（☎ 82 － 5416）
　　　 野田支所総合市民課市民福祉グループ（☎ 84 － 4813）

２０１７年７月まで

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 多数回該当
（４回以降）

現役並み所得者 44,400 円 80,100 円＋（医療費（10 割）－ 267,000 円）× 0.01 44,400 円

一般 12,000 円 44,400 円

低所得者（Ⅱ） 8,000 円 24,600 円

低所得者（Ｉ） 8,000 円 15,000 円

２０１７年８月から（制度改正予定）

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 多数回該当
（４回以降）

現役並み所得者 57,600 円 80,100 円＋（医療費（10 割）－ 267,000 円）× 0.01 44,400 円

一般 14,000 円
（年間 144,000 円） 57,600 円 44,400 円

低所得者（Ⅱ） 8,000 円 24,600 円

低所得者（Ｉ） 8,000 円 15,000 円

各地域文化祭の参加者を募集
　本年度も、 野田地域、 出水地域、 高尾野地域の各地域ごとに文化祭を開催します。

地域の区分 開催日
開　催　場　所

募集期間 ・
舞台発表 展示発表

野田地域
10月28日（土） 野田農村環境改

善センター
（29日のみ）

野田体育館
６月30日（金）
～８月10日（木） 本庁生涯学習課

（☎63－2200）
（ＦＡＸ63－2202）

10月29日（日）

出水地域
10月28日（土）

文化会館 総合体育館
10月29日（日）

高尾野地域
11月11日（土） 高尾野農村環境

改善センター
（12日のみ）

高尾野体育館 ６月30日（金）
～８月21日（月）11月12日（日）

※開催日ごとに募集期間が異なります。出水地域は昨年より１週間早い開催となります。
※申込書は、生涯学習課および各支所総合市民課にあります。また、市ホームページからダウンロードするこ
ともできます。
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避
難
は
早
め
に

　

市
で
は
、
各
種
の
気
象
情
報
の

発
表
や
雨
量
情
報
に
よ
り
災
害
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
状

況
に
合
わ
せ
て
災
害
警
戒
本
部
や

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害

発
生
の
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
、

避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

避
難
勧
告
等
の
呼
び
掛
け
が
あ

っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
避
難
時
は
、
事
前
に

準
備
し
た
非
常
食
な
ど
の
非
常
持

出
し
品
や
貴
重
品
を
持
っ
て
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
と
き
は
、
電
気
・
ガ

ス
な
ど
の
火
元
や
家
の
戸
締
り
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
や
高
齢
者
、
体
の
不
自
由

な
方
な
ど
の
ご
家
庭
で
は
近
所
の

人
と
協
力
し
合
っ
て
、
早
め
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

地区名 避難所の名称 電話番号
指定緊急避難場所（災害種別） 指定

避難所浸水 土砂災害 地震 高潮 津波

出
　
水

大川内
上場小学校（68－2200） 専用68－2933 ○ ○ ○ ○ ○ ○
大川内農業者トレーニングセンター 68－2502 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東出水

出水市役所 63ー2111 ○ ○ ○ ○ ○ ○
東出水小学校 63－2160 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＮＴＴ出水ビル 090－2716－7122 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水保健センター※寝たきりの方のみ 63－2143 ○ ○ ○ ○ ○ ○

出水

青年の家(小原山体育館) 63－2135 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水小学校 63－2151 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水市民交流センター 62－7222 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水中学校 63－2166 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西出水 西出水小学校 63－2155 ○ ○ ○ ○ ○ ○
高齢者ふれあいセンター 63－0017 ○ ○ ○ ○ ○ ○

米ノ津東
切通小学校 67－3311 ○ ○ ○ ○ ○ ○
米ノ津農村環境改善センター 67－3879 ○ － ○ － － －
米ノ津東小学校 67－1006 ○ ○ ○ ○ ○ ○

米ノ津
米ノ津中学校 67－1055 ○ ○ ○ ○ ○ ○
米ノ津小学校 67－1119 ○ ○ ○ ○ ○ ○
福之江保育園 67－2166 ○ ○ ○ ○ ○ ○

荘 鶴荘学園 82－0633 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高
尾
野

西部 高尾野小学校 82－0029 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中部 高尾野中学校 82－0019 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東部
高尾野老人福祉センター 82－4850 ○ ○ － ○ ○ ○
高尾野農業者健康管理センター
※寝たきりの方のみ 82－1846 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北部 下水流小学校 82－0039 ○ ○ ○ ○ ○ ○
下水流農業者トレーニングセンター 82－0210 ○ ○ － ○ ○ ○

江内
江内小学校 83－3004 ○ ○ ○ ○ ○ ○
江内カントリーコア 83－3111 ○ ○ － ○ ○ ○
野口自治公民館 　―― － － ○ － － －

野　

田

岩淵 岩淵公民館 090－2513－4443 ○ － － ○ ○ －
屋地、旭 屋地自治公民館 　―― ○ ○ － ○ ○ ○

餅井 餅井自治公民館 　―― ○ ○ － ○ ○ ○
青木 青木原自治公民館 　―― ○ ○ ○ ○ ○ ○

野田
中央

野田農村環境改善センター 84－3316 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田保健センター※寝たきりの方のみ 84－3003 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田小学校 84－2008 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田中学校 84－2011 ○ － ○ ○ ○ －
野田女子高等学校 84－2074 ○ ○ ○ ○ ○ ○

野田体育館 84－3316 ○ － ○ ○ ○ －

野田武道館 　―― ○ － ○ ○ ○ －

市内避難所一覧
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す
。

　
　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の

　

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
取
り

　

組
む
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

　

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
熱

　

意
と
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち

　

か
ら
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　

員
を
委
嘱
し
ま
す
。

○
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
の
総

　
会
、
部
会
に
出
席
し
意
見
を
述

　
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
を

　

進
め
る
た
め
に
は
、
農
業
委
員

　

と
推
進
委
員
が
一
体
的
に
連
携

　

し
あ
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な

　

り
ま
す
。

 

本
庁
農
業
委
員
会

　
（
☎
�
４
１
０
２
）

　

農
業
委
員
会
は
、
市
町
村
に
置

か
れ
る
組
織
と
し
て
法
律
で
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
３
条
）

　

昨
年
４
月
１
日
に
改
正
農
業
委

員
会
法
が
施
行
さ
れ
制
度
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
主
な
点
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
①

　

農
業
委
員
会
の
役
割
が
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
と

し
て
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

担
い
手
農
家
が
利
用
す
る
農
地

面
積
の
割
合
を
拡
大
す
る
こ
と
が

義
務
業
務
と
な
っ
た
こ
と
や
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
解
消
、

農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
に
今

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
制
度
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
②

　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
変
わ

り
ま
し
た
。

○
公
選
制
か
ら
任
命
制
へ

　
　

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
、

 
農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
制
度
が
変

わ
り
ま
し
た

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
選
挙
か

　

ら
市
町
村
長
が
議
会
の
同
意
を

　

得
て
任
命
す
る
方
法
に
変
わ
り

　

ま
し
た
。

　
　

任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

　

の
農
業
団
体
等
に
候
補
者
の
推

　

薦
を
求
め
、
原
則
公
募
と
な
り

　

ま
す
。

　
　

ま
た
、
推
薦
や
公
募
の
結
果

　

は
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
、
選

　

定
経
過
の
透
明
性
が
確
保
さ
れ

　

ま
す
。

○
認
定
農
業
者
を
過
半
に
。
利
害

　
関
係
者
以
外
も
登
用

　
　

農
業
委
員
の
過
半
は
認
定
農

　

業
者
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

　

ま
す
。

　
　

ま
た
、
利
害
関
係
の
な
い
者

　

も
１
人
以
上
含
め
る
こ
と
が
求

　

め
ら
れ
ま
す
。

○
女
性
や
青
年
の
登
用
促
進

　
　

農
業
委
員
の
年
齢
、
性
別
等

　

に
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配

　

慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
③

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

○
農
業
委
員
と
と
も
に
地
域
で
活

　
動
す
る
推
進
委
員
を
委
嘱
し
ま

い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

第
３
回
出
水
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

８
月
26
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

米
ノ
津
川
（
上
知
識
橋
周
辺
）

部
門　

手
作
り
い
か
だ
部
門
（
男
女
混
合
の
部
、
メ
ン
ズ
の
部
、
レ
デ
ィ
ー
ス

　

の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）　

一
般
参
加
部
門
（
一
般
参
加
の
部
）

※
一
般
参
加
の
部
は
、
い
か
だ
を
貸
し
出
し
て
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

参
加
資
格　
小
学
３
年
生
以
上
の
男
女

※
乗
船
者
は
４
人
以
内

※
小
中
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

 

手
作
り
い
か
だ
部
門
１
チ
ー
ム
２
千
円
（
保
険
料
含
む
）

　

一
般
参
加
部
門
１
チ
ー
ム
６
千
円
（
保
険
料
お
よ
び
レ
ン
タ
ル
料
含
む
）

そ
の
他　
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

 

公
共
施
設
等
に
設
置
し
て
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
大

　

会
事
務
局
へ
直
接
提
出
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
８
月
４
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
出
水
市
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
出
水
ナ
ビ
」
を
ご
覧
に
な
る
か

　

大
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
産
業
振
興
総
務

　

課
ス
ポ
ー
ツ
交
流
室
）（
☎
�
４
７
７
７　
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）
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http://w
w

w
.ab.auone-net.

　

jp/~hokusatu/　
　

 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

　

ア
北
薩

　
（
☎
�
４
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

３
８
２
２
）

　

昆
虫
観
察
を
通
し
て
、
昆
虫
の

名
前
や
特
徴
、
生
活
環
境
に
つ
い

て
学
ぼ
う
。

 

７
月
１
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時
30
分

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
お

　

よ
び
そ
の
周
辺

 

無
料

定
員　
30
人

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

　

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

植
物
観
察
を
し
な
が
ら
、
植
物

の
名
前
や
特
徴
、
生
活
環
境
に
つ

い
て
学
ぼ
う
。

 

７
月
２
日
（
日
） 

　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時
30
分

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
施

設
の
仕
組
み
な
ど
を
展
示
し
、
実

際
の
運
転
状
況
が
見
学
で
き
る
見

学
者
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま

す
。

　

８
月
６
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か

ら
修
理
再
生
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
書
籍
・
衣
類

な
ど
を
、
数
量
限
定
で
無
料
配
布

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

 

（
展
示
期
間
）
７
月
12
日
（
水
）

　

～
８
月
２
日
（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

　

分
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

 

（
抽
選
会
）

　

８
月
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時　

無
料
配
布

　

午
前
10
時　

抽
選
会

 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ

　

リ
ア
北
薩
（
野
田
町
上
名
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
お

　

よ
び
そ
の
周
辺

 

無
料

定
員　
30
人

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

　

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生
方

に
よ
る
、
楽
し
い
科
学
実
験
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

８
月
２
日（
水
）、同
３
日（
木
） 

　

２
日
間
と
も
午
後
１
時
15
分
～

　

同
４
時
15
分

※
受
付
開
始
は
午
後
０
時
30
分

 
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 
１
０
０
円
（
１
日
当
た
り
）

対
象
者　
幼
児
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
の

　

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

当
日
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

誰
で
も
遊
べ
る
昔
な
が
ら
の
お

も
ち
ゃ
「
で
ん
で
ん
太
鼓
」

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作

ろ
う
！

 

７
月
30
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
同
４
時

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

 

１
０
０
円

定
員　
30
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

　

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）、
市
中
央
図

　

書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

５
週
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら
お
う
！

 

７
月
24
日
（
月
）
～
８
月
27

　

日
（
日
）

※
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

　

で
も
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

　

き
ま
す
。

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

※
毎
週
問
題
が
か
わ
り
ま
す
。

※
５
週
連
続
全
問
正
解
者
に
は
景

　

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

 
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
図
書
館
の

仕
事
の
お
手
伝
い
や
館
内
の
探
検

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
25
日
（
火
）
～
同
28
日

　
（
金
）
ま
た
は
８
月
１
日
（
火
）

　

～
同
４
日
（
金
）
の
う
ち
一
日

　

午
後
１
時
～
同
４
時

 

市
中
央
図
書
館

 

無
料

対
象
者　
小
学
５
年
生
～
中
学
３

　

年
生

内
容

　

図
書
の
貸
出
・
返
却
、
書
架
の

　

整
理
、
館
内
・
移
動
図
書
館
車

　

の
見
学
な
ど

募
集
人
員　
16
人（
１
日
に
２
人
）

 

７
月
１
日
（
土
）
～
同
15
日

　
（
土
）
に
、
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

・

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

　

野
田
図
書
館

　
（
☎
�
３
１
０
０
）　

第
９
回
エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
開
催

お
も
し
ろ
昆
虫
教
室

お
も
し
ろ
植
物
教
室

お
も
し
ろ
実
験
教
室

夏
休
み
子
供
講
座
開
催

夏
休
み
歴
民
館
ク
イ
ズ

ミ
ス
テ
リ
ー

夏
休
み
図
書
館
探
検
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り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
方
は

　

な
る
べ
く
徒
歩
で
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

主
催　
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

　

議
会
、
市
ふ
る
さ
と
育
成
塾

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

※
中
止
の
場
合
は
、
防
災
無
線
で

　

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※
本
事
業
で
は
、
傷
害
保
険
に
は

　

加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

本
庁
企
画
政
策
課
総
合
政
策

　

係
（
☎
�
４
０
３
６
）

　

自
然
豊
か
な
青
年
の
家
で
、
家

族
の
触
れ
合
い
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

 

１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　

７
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　
８
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
～

　

翌
日
13
日
午
前
11
時
30
分

 

市
青
年
の
家

 

１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　

１
人
当
た
り
２
０
０
円

　

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　

１
人
当
た
り
３
０
０
円

※
ど
ち
ら
も
４
歳
以
上

内
容

１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

○
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム　

午
前
10
時

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
夜
の
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
夜
の

お
は
な
し
会
で
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

 

７
月
８
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
～

 

市
中
央
図
書
館

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
本

　

の
貸
し
出
し
な
ど

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き

　

添
い
が
必
要
で
す
。

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

長
い
夏
休
み
の
健
康
づ
く
り
、

生
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
に
向
け
て
、

夏
休
み
の
初
日
に
市
内
の
全
子
ど

も
会
を
中
心
に
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操

会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
体

操
を
し
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
21
日
（
金
）

　

午
前
6
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
10
分
前
に
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要

 

各
校
区
の
小
学
校
校
庭
な
ど

※
会
場
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

　

～
同
11
時

　

木
か
げ
で
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

○
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ　

午

　

前
11
時
～
午
後
２
時

　

飯
ご
う
炊
飯
と
カ
レ
ー
を
作
ろ

　

う
！

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

１
日
目

○
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム　

午
後
１
時

　

30
分
～
同
２
時

○
テ
ン
ト
設
営　

午
後
２
時
～
同

　

３
時
30
分

○
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
（
飯

　

ご
う
炊
飯
と
カ
レ
ー
作
り
）

　

午
後
３
時
30
分
～
同
６
時

○
星
空
観
望　

午
後
８
時
～
同
10

　

時
２
日
目

○
朝
の
つ
ど
い
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

○
ク
ラ
フ
ト
活
動
○
テ
ン
ト
撤
収

対
象
者　
幼
児
ま
た
は
児
童
・
生

　

徒
が
い
る
家
族

定
員

　
１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
先
着
15
組

　

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
先
着
10
組

持
っ
て
く
る
も
の

○
共
通

　

米
（
１
人
当
た
り
１
合
）、
軍

　

手
（
す
べ
り
止
め
が
付
い
て
い

　

な
い
も
の
）、
野
外
炊
飯
が
で

　

き
る
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

　

雨
具
、
飲
み
物
（
ア
ル
コ
ー
ル

　

類
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）、
虫

　

よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど

○
２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
の
み

　

翌
日
の
朝
食
、
洗
面
・
風
呂
用

　

具
、
懐
中
電
灯

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子

　

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

募
集
期
間　
７
月
３
日
（
月
）
午

　

前
９
時
～
同
10
日
（
月
）
午
後

　

５
時

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

・

 

市
青
年
の
家

　
（
☎
�
２
１
３
５
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
１
７
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

seinen_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
現
在
と
近
い
将
来
の
少
子
・

高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の
中
で

の
地
域
医
療
の
あ
り
方
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
厳
し

い
経
営
状
況
の
中
、「
地
域
や
市

民
に
と
っ
て
、
本
当
に
必
要
な
病

院
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
出
水

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
る

「
病
院
あ
り
方
市
民
公
開
会
議
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
第
１
回

 
７
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時

　
（
２
時
間
程
度
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

内
容　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

の
現
状
に
つ
い
て（
資
料
配
布
）

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

終
了
後
、
第
２
回
以
降
出
席
し

　

て
い
た
だ
け
る
公
募
委
員
の
申

　

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
第
２
回

 

７
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時

　
（
２
時
間
程
度
）

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
講

　

堂
（
２
階
）

内
容　
当
日
は
、
午
後
１
時
か
ら

　

病
院
見
学
会
を
行
い
ま
す
。
そ

　

の
後
、
午
後
２
時
か
ら
講
堂
で

　

の
意
見
交
換
会
を
予
定
し
て
い

　

ま
す
。
第
１
回
の
資
料
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

※
公
募
委
員
に
申
し
出
て
い
た
だ

　

い
た
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

　

す
。

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

夜
の
お
は
な
し
会

第
一
回
出
水
っ
子
一
斉

ラ
ジ
オ
体
操
会

夏
の
自
然
ま
つ
り
フ
ァ

ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
開
催

「
病
院
あ
り
方
市
民
公
開

会
議
」
を
開
催
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環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務
所

で
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ

ャ
ー
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
知
れ
ば

知
る
ほ
ど
見
え
て
く
る
！
九
州
の

多
彩
な
自
然
と
生
き
も
の
」
と
題

し
、
九
州
各
地
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

レ
ン
ジ
ャ
ー（
自
然
保
護
官
補
佐
）

の
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。
現
在
、
九
州
管
内
で
は
11

地
区
に
計
16
人
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
配
属
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
視
点
か
ら
、
九
州

の
美
し
い
自
然
や
現
在
生
じ
て
い

る
問
題
、
自
然
環
境
保
全
の
た
め

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

 

７
月
20
日
（
木
）
～
８
月
８

　

日
（
火
）
※
予
定

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
エ

　

ン
ト
ラ
ン
ス

 

出
水
自
然
保
護
官
事
務
所　

　
（
☎
�
８
９
７
７
）

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
電
話
番
号
と
同
番
号

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
レ
ン
ジ

ャ
ー
活
動
紹
介
パ
ネ
ル

展
開
催

一
緒
に
コ
ス
モ
ス
を

植
え
ま
せ
ん
か

　

上
場
高
原
コ
ス
モ
ス
園
で
は
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

毎
年
コ
ス
モ
ス
の
苗
の
植
え
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
植
え
た
コ
ス
モ
ス
が
、

秋
に
は
満
開
に
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
７
月
17
日
（
月
）
海
の
日

　

午
前
９
時

 

上
場
高
原
コ
ス
モ
ス
園

持
っ
て
く
る
も
の

　

移
植
ご
て
、
山
ぐ
わ
、
軍
手
、

　

長
靴
、
帽
子
な
ど

※
雨
天
時
は
雨
具

そ
の
他　
小
雨
決
行
で
、
作
業
は

　

２
時
間
程
度
で
す
。

 

本
庁
農
政
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
�
４
１
２
３
）

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
自
治
会
な
ど

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行
う

活
動
に
必
要
な
施
設
、
設
備
の
整

備
に
対
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
事
業
の
要
件

○
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の
効

　

果
が
発
揮
で
き
る
も
の

○
短
期
間
に
消
費
ま
た
は
破
損
す

　

る
よ
う
な
施
設
、
設
備
の
整
備

　

で
な
い
も
の

○
２
０
１
８
年
度
中
に
実
施
し
、

　

完
了
す
る
も
の

助
成
対
象
団
体　
市
が
認
め
る
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
は
、
自

　

治
会
・
町
内
会
な
ど
の
地
域
的

　

な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

　

体
ま
た
は
そ
の
連
合
体
で
す
。

助
成
事
業
の
種
類 

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

○
助
成
額

　

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

※
１
０
０
万
円
以
上
で
、
10
万
円

　

単
位
の
助
成

○
補
助
対
象　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

　

動
に
直
接
必
要
な
設
備
の
整
備

　

に
要
す
る
経
費

※
建
築
物
、
消
耗
品
は
対
象
外

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

　

事
業

○
助
成
額

　

総
事
業
費
の
５
分
の
３
以
内
の

　

額
。
１
５
０
０
万
円
が
上
限

※
10
万
円
単
位
の
助
成

○
補
助
対
象

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
の
た

　

め
に
必
要
な
施
設
の
建
設
や
大

　

規
模
修
繕
に
要
す
る
経
費
と
そ

　

の
施
設
に
必
要
な
備
品

※
土
地
の
取
得
・
造
成
、
既
存
施

　

設
・
設
備
等
の
修
理
・
増
築
、

　

修
繕
、
撤
去
、
解
体
処
理
、
外

　

構
工
事
に
要
す
る
経
費
は
対
象

　

外
。
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

　

事
業
と
の
併
用
は
不
可

留
意
事
項

○
土
地
を
必
要
と
す
る
事
業
の
場

　

合
、
土
地
が
使
用
で
き
る
根
拠

　

書
類
（
契
約
書
、
承
諾
書
等
）

　

が
必
要
で
す
。

○
事
業
の
採
択
は
一
般
財
団
法
人

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
し

　

ま
す
。
申
請
す
れ
ば
必
ず
し
も

　

採
択
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

応
募
方
法

　

来
年
度
の
事
業
実
施
を
希
望
さ

　

れ
る
団
体
は
、９
月
８
日
（
金
）

　

ま
で
に
必
要
書
類
を
ご
提
出
く

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

来
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
希
望
団
体
募
集

　

だ
さ
い
。

※
事
業
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
随

　

時
受
け
付
け
ま
す
。

・

 

本
庁
総
務
課
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
推
進
室

　
（
☎
�
４
０
２
２
）

　

県
で
は
、
小
学
生
～
高
校
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
親
子
で
療

養
所
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
々
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
も
な
お
多
く

の
方
々
が
療
養
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
所
者

の
方
々
と
の
交
流
は
、
長
い
間
の

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
る
人
権
侵

害
の
体
験
談
か
ら
、
偏
見
・
差
別

の
な
い
社
会
の
大
切
さ
や
生
き
方

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
す
。

※
県
内
に
は
、
２
か
所
の
療
養
所

　

が
あ
り
ま
す
。

 

８
月
４
日
（
金
）

 

星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋
市
）

 

８
月
24
日
（
木
）

 

奄
美
和
光
園
（
奄
美
市
）

 

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

 

県
庁
保
健
福
祉
部
健
康

　

増
進
課
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

　

－

２
７
２
０
）

親
子
で
療
養
所
を
訪
ね

て
み
ま
せ
ん
か
。
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日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
た
取
り
組
み
で
あ

り
、
戦
没
者
の
遺
児
が
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
方
々

と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格

戦
没
者
の
遺
児

※
今
回
実
施
す
る
地
域
以
外
の
方

　

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

 

10
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
旅
費
、
帰
国

　

時
の
宿
泊
費
な
ど
は
含
ま
れ
て

　

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
諸
般
の
事

　

情
に
よ
り
値
上
げ
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

実
施
地
域

　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア

　

ナ
諸
島
、東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

　

ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
北

　

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ

　

ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー

　

海
峡
、
中
国
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸

　

島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

　

ト
諸
島

※
実
施
地
域
ご
と
に
定
員
が
あ
り

　

ま
す
。

・

 

県
遺
族
連
合
会
（
☎
０

　

９
９

－

８
１
２

－

８
２
９
２
）

　

県
で
は
、
主
要
な
特
用
林
産
物

で
あ
る
、
た
け
の
こ
お
よ
び
原
木

し
い
た
け
の
生
産
振
興
を
促
進
す

る
た
め
、
養
成
講
座
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
、新
た
な
生
産
者
の
確
保
・

育
成
を
図
り
ま
す
。

申
込
期
限　
７
月
28
日
（
必
着
）

 

北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産

　

部
林
務
水
産
課
出
水
市
駐
在

　
（
☎
�
５
９
１
５
）

 

県
庁
環
境
林
務
部
森
林
経
営

　

課
特
用
林
産
係
（
☎
０
９
９

－
　

２
８
６

－

３
３
６
４
）

　

生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
や
知
り
た
い
こ
と
を
図
書
館
の

資
料
を
使
っ
て
調
べ
て
、
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
せ
ん
か
？

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
の
作

り
方
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

 

７
月
23
日
（
日
）、
８
月
６
日

　
（
日
）、
８
月
20
日
（
日
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

 

市
中
央
図
書
館　

研
修
室

 

無
料

対
象
者　
小
学
５
年
生
以
上

※
小
学
４
年
生
以
下
は
要
相
談

定
員　
約
20
人

募
集
期
間　
７
月
１
日
（
土
）
～

　

同
20
日
（
木
）

・

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

　

野
田
図
書
館

　
（
☎
�
３
１
０
０
）

　

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
で
、

家
具
製
作
や
建
築
大
工
の
技
能
を

体
験
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

８
月
１
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校

 

無
料
（
傷
害
保
険
実
費
負
担
）

対
象
者　
中
学
・
高
校
生
、
一
般

　

の
方
（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
）

※
引
率
者
も
見
学
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　
７
月
26
日
（
水
）

定
員　
30
人

そ
の
他　

作
業
の
で
き
る
服
装
、

　

上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
自
分
で
作
っ
た
作
品
は

　

無
料
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

　

ま
す
。

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

　

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
登
校
や

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
子

供
・
若
者
や
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
巡
回
相
談
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

 

７
月
25
日
（
火
）
午
後
１
時

　

～
同
５
時
10
分

 

市
中
央
公
民
館

対
象
者　
不
登
校
、ひ
き
こ
も
り
、

　

ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の

　

本
人
お
よ
び
保
護
者

申
込
期
限　
７
月
18
日
（
火
）

・

 

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若

　

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

　

９
９

－

２
５
７

－

８
２
３
０
）

　

市
で
は
、
自
主
的
・
主
体
的
に

地
域
課
題
の
解
決
お
よ
び
地
域
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
む
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
団
体
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

補
助
対
象
団
体　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

協
議
会
、
自
治
会
、
む
ら
づ
く

　

り
委
員
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

活
動
を
行
う
団
体

補
助
対
象
事
業
の
種
類

○
Ａ
型
事
業

内
容　
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的

　

と
し
て
実
施
す
る
事
業

補
助
率　
10
分
の
８
以
内

○
Ｂ
型
事
業

内
容　
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

　

構
築
ま
た
は
基
盤
強
化
を
目
的

　

と
し
て
実
施
す
る
事
業
お
よ
び

　

地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ
る

　

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る

　

交
流
事
業

補
助
率　
10
分
の
８
以
内
（
複
数

　

の
自
治
会
の
協
働
な
ど
）

　

10
分
の
５
以
内
（
そ
の
他
）

○
Ｃ
型
事
業

内
容　
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
の
参

加
者
を
募
集

「
た
け
の
こ
生
産
者
養
成

講
座
」
お
よ
び
「
原
木

し
い
た
け
生
産
者
養
成

講
座
」
の
受
講
者
募
集

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
の

参
加
者
を
募
集

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

子
供
・
若
者
の
自
立
支

援
巡
回
相
談
会
開
催

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

が
ん
ば
る
地
域
応
援
事

業
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も
の
と
し
て
特
に
市
長
が
認
め

　

る
事
業

補
助
率　
10
分
の
５
以
内

補
助
金
額　
１
団
体
当
た
り
20
万

　

円
を
限
度
（
１
事
業
年
度
）

留
意
事
項

○
事
業
実
施
の
際
は
、
計
画
を
示

　

す
と
と
も
に
、
成
果
指
標
と
数

　

値
目
標
を
設
定
し
、
目
的
意
識

　

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

○
虚
偽
の
申
請
や
報
告
で
あ
る
こ

　

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
直
ち

　

に
交
付
決
定
を
取
り
消
し
、
補

　

助
金
を
交
付
し
な
い
。

応
募
方
法

　

申
請
お
よ
び
相
談
に
つ
い
て
は

　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

推
進
室
（
☎
�
４
０
２
２
）

　

里
親
制
度
の
紹
介
と
里
親
募
集

の
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

７
月
14
日
（
金
）

　

１
回
目　

午
後
３
時

　

２
回
目　

午
後
６
時
30
分

※
い
ず
れ
も
２
時
間
程
度

 

市
中
央
公
民
館
学
習
室
３
・
４

内
容

　

映
像
に
よ
る
制
度
等
紹
介
、
概

　

要
説
明
、個
別
相
談
（
希
望
者
）

※
里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
供
を
、
家
族
の
一
員
と

し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
で
養
育
し
て

く
だ
さ
る
方
で
す
。

※
養
育
を
お
願
い
す
る
子
供
の
年

　

齢
は
０
歳
～
18
歳
。
養
育
期
間

　

は
数
カ
月
～
数
年
で
す
。

　

家
庭
的
な
養
育
環
境
の
中
で
、

　

特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で
安

　

定
し
た
愛
着
関
係
の
も
と
、
子

　

供
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て

　

い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
里

　

親
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

県
中
央
児
童
相
談
所
地
域
支

　

援
指
導
課
（
☎
０
９
９

－

２
６

　

４

－

３
０
０
３
）

　

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

児
童
養
護
施
設
大
村
報
徳
学
園

　

里
親
支
援
専
門
相
談
員

　
（
☎
０
９
９
６

ー

５
５

ー

０
０

　

３
４
）

　

給
与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に
徴

収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
（
源
泉
所
得
税
等
）
は
、

給
与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月

10
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
納
付
す
べ
き
税
額
が

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
月
10

日
ま
で
に
納
付
書
（
給
与
所
得
・

退
職
所
得
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
）
を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人

未
満
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
一
定

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

源
泉
所
得
税
等
の
納
付
を
年
２
回

で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
源
泉
所

得
税
等
の
「
納
期
の
特
例
」
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

源
泉
所
得
税
等
の
納
期
の
特
例
制

度
の
納
付
期
限

○
７
月
10
日　

１
月
～
６
月
に
源

　

泉
徴
収
し
た
源
泉
所
得
税
等

○
翌
年
１
月
20
日　

７
月
～
12
月

　

に
源
泉
徴
収
し
た
源
泉
所
得
税

　

等
※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

身近な道路や水路を、地域の皆さんで整備しませんか？
市では、住生活環境を向上させるために、地域住民が協働で行う道路や水路の整備に対して助成しています。

事業名 里道等整備補助金交付事業 里道等整備地域支援事業

助成内容
補助対象経費の 75％または 90％を交付 生コン、砂利、側溝製品等の建設資

材、機械借り上げ料（人件費を除く）
※限度額 30 万円

募集期限 ９月 29 日（金）（来年度実施予定事業の期限） 随　時

対象となる
道路・水路

道　路
○次の条件を満たす道路であること
　①幅員 1.5 ｍ以上（拡幅して 1.5 ｍになる場合を含む）
　②沿線に人家または事業所が２戸以上あること。
　③整備延長 30 ｍ以上

道　路
○幅員 1.2 ｍ以上（拡幅して 1.2 ｍ以

上になる場合を含む）

道　路（共通の要件）
○交通の用に供されている里道または私道であること※袋小路の私道は対象外
○関係者の総意で整備の要望がなされていること
○宅地開発で整備された私道については、整備後 20 年以上経過していること
水　路
○公有財産の水路およびこれと一体となった水路であること
本庁道路河川課管理係・維持係（☎ 63 － 4067）

※交付基準により助成できない場合がありますので、詳しくは担当窓口にお問い合わせください。

里
親
募
集
説
明
会

源
泉
所
得
税
の
納
期
の

特
例
と
納
付

◁
文
化
地
区
稲
刈
体
験
交
流
の
様
子
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し
く
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

自
衛
隊
の
特
色
や
自
衛
官
の
魅

力
等
紹
介
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

７
月
８
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時
30
分

 

市
中
央
公
民
館　

学
習
室
３

主
な
説
明
内
容

　

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

　

生
、
航
空
学
生
、
防
衛
大
学
校
、

　

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
・
看

　

護
）、
そ
の
他

 

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

　

部
薩
摩
川
内
出
張
所
（
☎
０
９

　

９
６

－

２
２

－

２
４
０
１
）

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

　

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

　

り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
所

得
税
等
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計

算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万

円
以
上
で
あ
る
場
合
に
、
原
則
、

そ
の
３
分
の
１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
月（
第
１
期
分
）と
11
月（
第

２
期
分
）
に
納
め
て
い
た
だ
く
制

度
で
す
。
本
年
分
の
所
得
税
等
の

予
定
納
税
（
第
１
期
分
）
の
納
期

限
は
、
７
月
31
日
（
月
）
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
所
轄
税
務
署
の
窓
口
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る｢

振

替
納
税｣

を
ご
利
用
の
方
は
、
納

期
限
前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

  

ま
た
、
今
ま
で
、
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
金
融
機
関
か
ら
領
収
証
書

の
送
付
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
７
年
か
ら
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子

納
税
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

｢

国
税
電
子
申
告･

納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）｣

で
は
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務

所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種

手
続
（
①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
、
法
人
税･

地
方
法
人

税
お
よ
び
復
興
特
別
法
人
税
、
贈

与
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
、
酒
税
、
印
紙
税
の
申
告
、
②

全
て
の
国
税
の
納
税
、
③
納
税
証

明
書
の
交
付
請
求
お
よ
び
法
定
調

書
の
提
出
な
ど
の
申
請･

届
け
出

な
ど
）
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
電

子
署
名
を
必
要
と
し
な
い
一
部
の

手
続
な
ど
（
納
税
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ッ
ク
ス
の
確
認
、
利
用
者
情
報

の
登
録･

確
認･

変
更
な
ど
）
に

つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
詳

所
得
税
等
の
予
定
納
税

（
第
１
期
分
）

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
が
便

利　
申
告
・
納
税
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ

自
衛
官
募
集
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

安
全
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
罪
を
犯
し
た

り
非
行
を
し
た
り
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え

る
取
り
組
み
が
、
更
生
保
護
で
す
。

　

更
生
保
護
は
、
罪
を
償
い
、
社
会
の
一
員
と

し
て
再
出
発
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
助
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
安
全
を
守
る
制

度
で
す
。

　

日
本
で
の
犯
罪
の
約
６
割
は
再
犯
者
に
よ
る

も
の
で
す
。
立
ち
直
り
を
支
え
、
再
犯
を
防
止

す
る
こ
と
が
地
域
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
、
本

人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
社
会
の

中
に
彼
ら
の
「
居
場
所
」
と
「
仕
事
」
を
つ
く

り
、
地
域
と
の
絆き
ず
な
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
こ
こ
に
い
て
も
い
い
」と
い
う
安
心
感
と
、「
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
自
信
が
立
ち
直

り
を
支
え
ま
す
。

本
市
で
も
、
更
生
保
護
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。

保
護
司
…
罪
を
犯
し
て
「
保
護
観
察
」
を
受
け

　

る
こ
と
に
な
っ
た
人
の
生
活
を
見
守
り
、
さ

　

ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
っ
た
り
、
指
導
し
た
り

　

す
る
ほ
か
、
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
の
地
域

　

活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
民
間
の
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

協
力
雇
用
主
…
過
去
に
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
承

　

知
の
上
で
雇
用
し
、
立
ち
直
り
を
支
援
す
る

　

事
業
所
（
雇
用
主
）
で
す
。

更
生
保
護
女
性
会
…
女
性
の
立
場
か
ら
地
域
に

　

お
け
る
犯
罪
予
防
の
活
動
や
、
子
供
た
ち
の

　

健
全
育
成
の
た
め
の
子
育
て
な
ど
を
行
う
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

「
更
生
保
護
」

ご
存
知
で
す
か
？

　“ 社会を明るくする運動 ”
　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人の改善更生について理解を深め、犯罪や非行のない地
域社会を築こうとする全国的な運動です。本市でも、出水保護区保護司会が中心となって強調月間の７月に
さまざまな取り組みが行われます。

 鹿児島保護観察所（☎ 099 － 226 － 1556）
　 出水保護区更生保護サポートセンター（高尾野支所２階）（☎ 82 － 4770）

リックン（長男）

カイクン（次男）クウクン（三男）

◁
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
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○
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
１
キ

　

ロ
㌘
当
た
り
15
円

こ
ん
包
の
方
法

　

イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
、
種
類
ご

と
の
決
ま
っ
た
方
法
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
保
管
中
の
廃
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は

　

強
風
な
ど
で
飛
ば
さ
れ
た
り
す

　

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
飛
散
防

　

止
対
策
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

 
本
庁
農
政
課
農
業
振
興
係

（
☎
�
４
１
２
３
）

　

市
で
は
、
使
用
期
限
の
切
れ
た

農
薬
、
使
わ
な
く
な
っ
た
農
薬
や

農
薬
の
空
容
器
を
収
集
し
ま
す
。

 

７
月
20
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

 

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
出
水
製

　

茶
工
場
敷
地
内

 

７
月
21
日
（
金
）

　

午
前
８
時
～
同
11
時
30
分

 

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所
資

　

材
セ
ン
タ
ー

 

３
０
０
円
～
１
２
０
０
円
程

　

度
（
１
キ
ロ
㌘
当
た
り
）

　

水
銀
・
ヒ
素
剤
は
１
キ
ロ
㌘
当

　

た
り
２
万
２
千
円
程
度

※
１
キ
ロ
㌘
未
満
の
数
量
は
、
１

　

キ
ロ
㌘
へ
切
り
上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
農
業
用
の
廃
ビ
ニ
ー

ル
お
よ
び
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル

ム
類（
マ
ル
チ
類
・
ネ
ッ
ト
類
・
谷

シ
ー
ト
・
肥
料
空
き
袋
・
育
苗
箱
・

コ
ン
テ
ナ
・
パ
レ
ッ
ト
・
農
薬
の
空

き
容
器
な
ど
）を
収
集
し
ま
す
。

 

７
月
11
日
（
火
）

　

午
前
８
時
～
同
10
時

 

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所

　

資
材
セ
ン
タ
ー

○
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
出
水
製
茶
工

　

場
敷
地
内

 

○
廃
ビ
ニ
ー
ル
１
キ
ロ
㌘
当

　

た
り
10
円

農
業
用
廃
残
農
薬
類
の

収
集

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
収
集

泥やゴミを
落とす

水を入れよく
振って洗浄する

透明なポリ袋
に入れる

ラベルをはがす

フィルム等 肥料袋 こん包は
適正に !!

こ ん 包 方 法 同じフィル
ムで縛る

たたんで
縛っておく

灌水チューブ・
ポリマルチ等

※
農
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
料
金
が

　

異
な
り
ま
す
。

※
収
集
料
金
は
す
べ
て
現
金
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

 

本
庁
農
政
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
�
４
１
２
３
）

　

法
務
局
で
は
、
法
定
相
続
人
が

誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明

す
る「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
相
続
手
続
き
で
は
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
籍

謄
本
な
ど
の
束
を
、
相
続
手
続
き

を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に
何
度
も

出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、

登
記
所
（
法
務
局
）
に
戸
籍
謄
本

な
ど
の
束
を
提
出
し
、
相
続
関
係

を
一
覧
に
表
し
た
図
（
法
定
相
続

情
報
一
覧
図
）
を
併
せ
て
提
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
記
官
が
そ

の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写

し
を
無
料
で
交
付
す
る
制
度
で

す
。

　

そ
の
後
の
相
続
手
続
き
で
は
、

こ
の
法
定
相
続
一
覧
図
の
写
し
を

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
戸
籍

謄
本
な
ど
の
束
を
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

各
手
続
き
の
審
査
機
関
の
負
担
も

犬
の
転
入
・
転
出
も
届

け
出
が
必
要
で
す

軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.m

oj.
go.jp/M

IN
JI/m

inji05_00284.
htm

l

）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
出
水
出

　

張
所
（
☎
�
０
２
１
９
）

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼
い

犬
の
登
録
事
項
の
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。
登
録
を
受
け
た
犬
の
所
有
者

（
所
有
者
変
更
の
場
合
は
新
所
有

者
）
は
、
変
更
な
ど
が
あ
っ
て
か

ら
30
日
以
内
に
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
出
水
市
に
転
入
し
た
場
合
（
所

　
有
者
の
転
入
、
所
有
者
の
変
更

　
に
よ
り
犬
が
転
入
）

　

前
住
所
地
（
所
有
者
の
変
更
に

　

よ
る
犬
の
転
入
の
場
合
は
、
前

　

所
在
地
）
発
行
の
犬
鑑
札
を
持

　

参
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ

　

い
。
手
続
き
後
、
本
市
の
犬
鑑

　

札
を
発
行
し
ま
す
。

※
前
住
所
地
（
所
在
地
）
発
行
の

　

犬
鑑
札
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は

　

手
続
き
に
時
間
を
要
し
た
り
、

　

登
録
手
数
料
が
発
生
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た

○
出
水
市
か
ら
転
出
し
た
場
合　

　
（
所
有
者
の
転
出
、
所
有
者
変

　
更
に
よ
り
犬
が
転
出
）

　

転
出
先
の
市
町
村
に
、
犬
の
登

　

録
事
項
変
更
の
届
け
出
が
必
要

　

で
す
。
届
け
出
の
際
は
、
出
水

　

市
で
発
行
し
た
犬
鑑
札
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

※
転
出
先
市
町
村
で
届
け
出
後
、

　

新
所
在
地
の
市
町
村
か
ら
本
市

　

に
通
知
が
あ
り
、
本
市
の
登
録

　

が
抹
消
と
な
り
ま
す
。

○
市
内
で
転
居
し
た
場
合
（
所
有

　
者
の
変
更
に
よ
る
犬
の
転
居
）

　

犬
の
登
録
事
項
変
更
届
け
が
必

　

要
で
す
。
本
庁
生
活
環
境
課
ま

　

た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
に
届

　

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境

　

係
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
お
よ

　

び
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））
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 防災行政無線を用いた情報伝達訓練の実施について
　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）を用いた訓練で、出水市以外の地域でもさまざまな手段を用いて情報伝達訓練
が行われます。
１　  ７月５日（水）　午前 10 時 15 分ごろ
２　訓練で行う放送試験

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えす
るシステムです。

 本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）

情 報 伝 達 手 段 放送内容

防 災 行 政 無 線

　市内に設置してある防災行政無線から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
上りチャイム音

「これは、テストです。」×３
「こちらは、ぼうさい出水市です。」
下りチャイム音

～水の事故を防ごう～
　夏は、海や川などで遊ぶ機会が増える季節です。アウトドアでの事故を防ぐためには、自然を甘く見ず、
危険をきちんと認識することが重要となります。
　また、農作業が盛んになる季節には、水路やため池等の水位が通常よりも高くなり、子供たちには大変危
険な場所となります。
　水の事故を防止するため、子供たちが危険な場所に近づかないよう、ご家族のほか、地域全体での注意喚
起をお願いします。

 本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）

できる限り頑丈な建物や 
地下に避難する。

メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能
性もあります。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国
からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行政
無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報
メール等により緊急情報をお知らせします。

首相官邸 
ホームページ

Twitterアカウント 
首相官邸災害・危機管理情報 

@Kantei_Saigaiwww.kantei.go.jp/

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

国民保護ポータルサイト

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

事前に確認しておきましょう。

物陰に身を隠すか、 
地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、 
窓のない部屋に移動する。

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

近くに 
ミサイル 
落下！

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から 
直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをし
て室内を密閉する。

地下：地下街や地下駅舎などの地下施設

Jアラート  (例)直ちに避難。直ちに避難。直ちに頑丈な建
物や地下に避難してください。ミサイルが落下する可能性
があります。直ちに屋内に避難してください。
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今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
６
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

私
な
ら
　
ゴ
ミ
に
し
な
い
で
　
リ
サ
イ
ク
ル江

内
小
学
校 

六
年
　
有
村
　
乃
亜

足
下
の
　
落
ち
て
る
資
源
に
手
を
伸
ば
す
　
心
と
街
が
笑
顔
を
見
せ
る

荘
中
学
校 

三
年
　
山
下
　
夏
未

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

でっかく当たる！サマージャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて７億円

億万長者のチャンスが広がる！サマージャンボミニ
１億円も同時発売

たくさん当たる！サマージャンボプチ 100 万円が新登場
　
　今年も「サマージャンボ宝くじ」（市町村振興宝くじ）が、
全国の宝くじ売り場で発売されます。（１枚 300 円）
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづ
くりに使われます。
発売期間　７月 18 日（火）～８月 10 日（木）
抽せん日　８月 20 日（日）
主な当選金
　サマージャンボ宝くじ
　　１等 ５億円 × 20本
　　１等前後賞 １億円 × 40本
　※発売総額600億円（20ユニットの場合）
　サマージャンボミニ1億円
　　１等 １億円 × 45本
　　２等 1,000万円 × 270本
　※発売総額270億円（9ユニットの場合）
　サマージャンボプチ100万円
　　１等 100万円 × 5,000本
　　２等 1万円 × 50,000本
　※発売総額 150 億円（5 ユニットの場合）

徳
と く だ

田  博
ひ ろ こ

子さん（70）
出水市の好きなところは？
　海・山の幸に恵まれて、自
然豊かで住みやすいところ。
出水市に望むことは？
　若い人が、出水で働ける環
境をつくってほしい。
　就農を目指す若者を育てて
ほしい。

福
ふくしま

島　隆
りゅう

さん（69）
出水市の好きなところは？
　自然の豊かさと、50 代で
移住してきた私たちを温かく
迎えてくれた、人の心の豊か
さ。
出水市に望むことは？　効率
性や採算性だけではなく、じ
っくりと手間暇かけて、市民
と一緒に悩み、考え、苦労を
共にし、喜びを分かち合える
ような行政であってほしい。

岡
お か べ

部 裕
ゆ り

梨さん（30）
出水市の好きなところは？
　自然も豊かで、四季の移り
変わりを楽しむことができ
るまち。
出水市に望むことは？
　もう少しだけ、夜道が明る
くなってほしい。

祢
ね じ め

占　闘
と う き

杞さん（21）
出水市の好きなところは？
　住みやすく、新幹線が通っ
ているので、県外にも気軽に
遊びに行けるところ。
出水市に望むことは？
　ショッピングモールの誘
致などでもっとにぎやかな
まちになってほしい。　
ひと言
　出水市の飲み屋最高！
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子
供
た
ち
の
健
診
、

受
け
て
い
ま
す
か
？

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
出
水
の
宝
子
で

あ
る
未
就
学
の
子
供
た
ち
に
対
し
て
「
子

供
た
ち
の
健
診
」
で
あ
る
「
乳
幼
児
健
診
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
「
乳
幼

児
健
診
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
は
何
の
た
め
に
し
て
い
る

の
？

　

そ
も
そ
も
乳
幼
児
健
診
は
何
の
た
め
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
目
的
は
、
主
に

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
「
子
供
た
ち

の
健
康
状
況
を
把
握
す
る
た
め
」
で
す
。

子
供
た
ち
は
自
分
の
健
康
状
態
を
大
人
の

よ
う
に
上
手
に
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
日
頃
の
様
子
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
な

が
ら
子
供
た
ち
の
健
康
状
況
の
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
「
子
供
た
ち

と
保
護
者
に
出
会
う
た
め
」
で
す
。
健
診

を
受
け
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お
互

い
顔
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、

今
後
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
き
っ
か
け
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
健
診
の
種
類
は
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
の
？

　

子
供
た
ち
の
健
診
に
は
主
に
次
の
種
類

の
健
診
が
あ
り
ま
す
。

《
３
～
４
カ
月
児
健
診
・
９
～
11
カ
月
児

健
診
》

　

発
育
・
発
達
の
著
し
い
こ
の
時
期
。
各

種
疾
病
の
早
期
発
見
に
努
め
早
期
治
療
に

つ
な
げ
た
り
、
保
護
者
に
対
し
て
子
供
た

ち
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
発
達
に
つ
い
て
の

話
を
し
た
り
、
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
保

護
者
が
健
康
な
状
態
で
育
児
が
で
き
る
よ

う
に
話
を
聞
き
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

《
１
歳
６
カ
月
児
健
診
・
３
歳
児
健
診
》

　

歩
行
・
言
語
の
獲
得
、
身
辺
の
自
立
な

ど
発
達
の
手
掛
か
り
が
得
や
す
い
１
歳
６

カ
月
の
時
期
と
発
育
・
発
達
の
個
人
差
が

明
ら
か
に
な
り
や
す
い
３
歳
６
カ
月
の
時

期
に
、
そ
れ
ま
で
の
健
診
経
過
を
考
慮
し

な
が
ら
発
達
の
状
況
を
確
認
し
、
保
護
者

を
は
じ
め
家
族
の
育
児
に
関
す
る
思
い
を

聞
き
な
が
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
２
歳
・
２
歳
半
・
５
歳
の

時
期
に
は
歯
科
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
診
を
受
け
て
ほ
し
い
理
由
は
？

　

一
人
一
人
の
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守

り
、
保
護
者
を
含
め
家
族
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
き
っ
か
け
と
し
て
健
診
を
受
け
て

ほ
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会

の
環
境
を
把
握
し
、
よ
り
よ
い
子
育
て
環

境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
も
健
診
の
場
で

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

　

子
供
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
つ
く
る
た

め
に
も
健
診
を
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１２９

オクラとタコの和風マリネ（夏野菜レシピ）
　健康いずみ 21 では、「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
今回は、夏野菜を使ったレシピをご紹介します。
　（エネルギー：113kcal、タンパク質：6.8g、脂質：6.2g、炭水化物：7.4g、食物繊維：3.7g、塩分：0.6g）
　オクラのネバネバ成分のムチンは、胃の粘膜を保護し、整腸作用もあります。丸ごと炒めたり茹でたりす
る場合は、中の種が出てきてネバネバ感が出すぎてしまうこともあるため、調理法に応じてヘタを全部切り
落とさないようにするといいです。

＞＞作り方
　①オクラはがくをきれいに取り、タコは薄くスライスする。
　②おろし生姜、砂糖、酢、醤油、オリーブ油を混ぜてマリネ液を作る。
　③フライパンでオクラを素焼きし、焼けたらタコと一緒に②に浸ける。
　※この時、ポリ袋など使って中の空気を抜くと少ない液でもしっかり浸けることが出来ます。約 30 分く　
　　らい浸けるとおいしく食べられます♪
　④最後はお皿に盛り、仕上げにかつお節を散らして完成。

材料（２人分）
オクラ 12 本（140g）
タコ（茹で） 40g 
おろし生姜 小さじ１
砂糖 小さじ１
酢 大さじ 1・１/ ２
醤油 小さじ１

オリーブ油　　大さじ１
カツオ節　　　　お好み
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７
月
か
ら
２
０
１
７
年
度
保
険
料

免
除
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
の
た
め
に
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
の
未
納
状
態
が
続
く
と

老
齢
年
金
の
受
給
要
件
を
将
来
満

た
さ
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
重

度
の
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
態

が
発
生
し
た
際
に
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
申
請
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
免
除
の
種
類
等
に
つ
い
て

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
、
保
険
料
の
４
分
の
３
、

半
額
、
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ
る

「
一
部
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
を
審
査
し
、
一
定
以
下

の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
納
付
猶
予
」
は
、
50
歳

未
満
で
あ
り
、
本
人
・
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、

申
請
と
承
認
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
特
例
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

前
年
の
所
得
が
多
い
方
で
も
退

職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
を
申
請
す
る
と
免
除
等

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

失
業
に
よ
る
特
例
免
除
は
、
申

開 催 日　８月 24 日（木）
開 催 場 所　本庁
開 催 時 間
　午前 10 時～正午
　午後１時～午後 3 時 30 分
相談内容　老齢年金、遺族年金等の

請求手続き、年金受給見込額など
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前

（土・日、祝日を除く午前８時 30 分
～午後５時 15 分）
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）

８月　出水地区年金相談
（月１回・完全予約制）

　

催
眠
商
法
と
は
、
狭
い
会
場
に
人

を
集
め
、
販
売
員
が
巧
み
な
話
術
で

会
場
を
盛
り
上
げ
な
が
ら
、「
ハ
イ
、

ハ
イ
」
と
手
を
挙
げ
さ
せ
る
な
ど
し

て
、
た
だ
同
然
で
日
用
品
な
ど
を
配

り
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
高
揚

し
た
雰
囲
気
の
中
で
高
額
な
賞
品
を

売
り
つ
け
る
商
法
で
す
。

　

ハ
イ
、
ハ
イ
と
言
わ
せ
る
こ
と
か

ら
ハ
イ
ハ
イ
学
校 

と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

（
相
談
事
例
）

１　

知
り
合
い
か
ら
近
く
の
空
き
店

舗
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
卵
な

ど
の
日
用
品
が
た
だ
同
然
の
値
段
で

手
に
入
る
と
聞
き
、
会
場
に
行
っ
て

み
た
。
日
用
品
だ
け
を
買
っ
て
帰
ろ

う
と
思
っ
た
が
、「
ハ
イ
！
ハ
イ
！
」

と
元
気
よ
く
手
を
挙
げ
た
人
が
賞

品
を
も
ら
え
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る

う
ち
に
高
額
商
品
を
買
わ
さ
れ
て
い

た
。

２　

会
場
で
は
販
売
員
が
出
入
り
口

に
立
っ
て
い
て
、
靴
を
預
け
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
自
由
に
帰
れ
る
雰
囲

気
で
は
な
か
っ
た
。

３　

会
場
の
雰
囲
気
も
楽
し
く
、
販

売
員
の
若
者
が
親
切
丁
寧
に
対
応
し

て
く
れ
た
。
ま
た
、
会
場
に
来
る
人

と
も
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
の
で
、
会

場
に
通
い
、
高
額
商
品
を
購
入
し
て

し
ま
っ
た
。

☆
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
☆

１　

販
売
員
や
近
所
の
人
に
誘
わ
れ

て
も
安
易
に
会
場
に
行
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

２　

色
々
な
賞
品
を
無
料
で
も
ら
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
何
か
買
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
決
し

て
あ
り
ま
せ
ん
。
雰
囲
気
に
惑
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら

８
日
以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に

よ
り
無
条
件
で
解
約
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

４　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過

ぎ
て
も
、
消
費
者
契
約
法
に
よ
る
取

り
消
し
を
業
者
に
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
被
害
に
遭
い
や
す
く
、

こ
う
し
た
会
場
に
出
向
く
背
景
に

は
、
日
常
的
な
寂
し
さ
や
娯
楽
の
な

さ
、
経
済
的
な
不
安
等
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
員
を
信
頼
し
き
っ
て

い
る
た
め
、
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と

の
認
識
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

家
族
や
周
囲
の
人
が
日
ご
ろ
か
ら

声
掛
け
を
し
、
継
続
的
に
高
齢
者
を

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）

ハ
イ
！
ハ
イ
！
ハ
イ
？

～
気
を
付
け
て
催
眠
商
法
～

請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
被
保
険
者
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
中
で
退
職
（
失
業
）
の

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
、
失
業
し
た
方
の
所
得
を
除
外

し
て
免
除
・
猶
予
の
審
査
を
行
い

ま
す
。
申
請
の
際
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
発
行
さ
れ
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

○
免
除
の
遡
及
期
間
に
つ
い
て

　

申
請
月
か
ら
過
去
２
年
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
２
年
以
内
に
免
除
申
請
を

し
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
方
は
早

め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
分
証
明
書

・
年
金
手
帳

※
失
業
等
の
場
合

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
転
入
に
よ
り
出
水
市
で
所
得
額

　

が
把
握
で
き
な
い
場
合

・
課
税
証
明
書

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））

 

 
 

   

この卵欲しい人？  
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　５月16日（火）、大川内小学校で不審者侵入対応訓練

　５月24日（水）、出水市役所で と「こども110番の家」への駆け込み訓練が行われまし

出水市防犯協会総会を開催しまし た。

た。 　不審者訓練は、警察官が扮する不審者が飲酒状態で学

　総会の前に、防犯功労者に対す 校に侵入したという想定で行われ、先生たちの懸命な引

る表彰式があり、地域安全モニタ き留め工作中に、子供たちは緊張の中にも整然と安全な

ーとして永年にわたり出水市の防 場所に避難することができました。

犯活動に尽力された10人の方々に 　駆け込み訓練では、下校中に不審者から声を掛けられ

渋谷俊彦防犯協会長から賞状と記念品が贈られました。 た子供たちが、身に危険を感じるとすぐさま大声を出し

【感謝状】 たり防犯ブザーを鳴らしながら110番の家に駆け込み、

　徳留憲司様（下山）、椿年男様（浦窪）、橋口政房様（名古西） 不審者の特徴などについて思い出しながら説明していま

【表彰状】 した。

　村上忠良様（新蔵中）、竹原清喜様（朝熊）、梅田敬一様(前田）

　宇藤正行様（切通）、福嶋美文様（元町）、上野澄男様（馬流）

　濱﨑由幸様（町・高尾野）

　５月19日（金）、下水流小学校で校区防犯パトロール隊出発式

が実施されました。

　地域の方々に見守られていることを自覚し、一年間、安全に登

下校しようとする態度を養うことを目的として、毎年、実施して

いるものです。

交通事故発生状況（人身）

＜平成２ ９ 年７ 月号＞

セキュ リ ティ タ ウン 安心の街 いずみ

２０１７年 67 0

（暫定値）＜出水警察署管内＞　　　　   　

発生件数 死　者 負傷者

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

２０１７年 10 0
５  月  中 (-13) （±0)

累　　　計 (-29) （±0)
※（　）内の数字は前年同期比

12
(-16)
86

(-35)

不審者が来たぞ－！ 
於：大川内小学校 

防犯パトロール出発式（集団下校） 

出水市防犯協会総会 

於：下水流小学校 

［１～４月］       ［５月中］ 

○振り込め詐欺      ○振り込め詐欺 

 35件             ５件  

 約4,410万円        約1,520万円  

○振り込め詐欺以外    ○振り込め詐欺以外  

 ２件           ５件 

 約940万円          約1,130万円  

 

＜５月中の主な内容＞ 

○振り込め詐欺 

 ・架空請求詐欺が３件で約730万円 

 ・融資保証金詐欺が２件で約790万円 

○振り込め詐欺以外 

 ・金融商品等取引名目が５件で約1,130万円 

うそ電話詐欺被害認知状況（県内） 
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〇文芸いずみ第 12 号の作品を募集します！ 
 教育委員会では、広く市民の皆さんから文芸作品等を募集し、自由で楽しみに満ちた作品を掲

載することにより、文芸活動の普及に寄与することを目的に、「文芸いずみ第 12 号」を出版します。  
 次により作品を募集しますので、奮ってご応募ください。 
● 応募資格 どなたでも応募できます。 
● 募集部門・募集制限 

部  門 募集制限 部  門 募集制限 

短  歌 ３首まで 随  筆 原稿用紙６枚以内 

俳  句 ５句まで 童  話 原稿用紙10枚以内 

川柳・さつま狂句 ５句まで 
歴史・郷土に関する  

記録及び回顧録 
原稿用紙20枚以内 

詩 ２編まで 読書感想文 原稿用紙６枚以内 

☆一人２部門まで応募できます。 

☆応募作品の掲載は、編集会議で決定します。（編集委員に一任させていただきます。） 

☆発行は、2018 年３月末予定です。 

☆規定の原稿用紙（23字×17行）で応募してください。募集要項、原稿用紙は次の施設に設置してあります。 

 ○ 市役所総合案内所、読書推進室 

○ 中央図書館、高尾野図書館、野田図書館 

 ○ 中央公民館、高尾野支所、江内カントリーコア（江内出張所）、 

野田支所 

※ ホームページからもダウンロードできます。 

※ 詳しくは、募集要項をご覧ください。 

❀中学生の職場体験学習！ 
５月 23 日（火）に高尾野中学校３年生が読書推進 

室で職場体験学習を行いました。 
読書推進室の業務や出水市の読書活動の説明の後、 

学校の読書活動の様子など意見交換を行いました。 

その後、絵本の製本作業や民泊贈呈用ブックカバーの 

準備、季節の展示物作成等を体験してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

☆応募期限 2017 年 10 月 31 日（火）☆ 

☆応募・問い合わせ先 
出水市教育委員会読書推進室 

〒899－0292 
出水市緑町１番３号 
（☎63－4121） 

 

☆★本をいただきました★☆ 
出水市在住の絵本作家・季巳明代さんから図書館にご自身の著書『おてつだいおばけさん―
まんぷくラーメンいちだいじ／まんぷくラーメンてんてこまい』をいただきました。『まん
ぷくラーメンいちだいじ』は、第 46 回長崎県読書感想文コンクールのテーマブックに選ば
れている本です。 
＝あらすじ＝『おてつだいおばけさん まんぷくラーメンいちだいじ』 
まりんちゃんは、「まんぷくラーメン」の女の子。秘伝のスープがおいしいと、お店はいつ
も大いそがし。アルバイトをぼしゅうすると、おてつだいおばけさんたちがあらわれて・・・ 
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≪幼児・小学生≫
● ねぇ、しってる？ かさい　しんぺい　作
● 給食室の日曜日　ゆれるバレンタインデー 村上　しいこ　作
● ねんねんどっち？ 宮野　聡子　作
● たなばたにょうぼう 常光　徹　文
● ほうちょうさんききいっぱつ みやにし　たつや　作・絵
● ちゅうちゅうたこかいな 新井　洋行　作
● だんぼーるおうじ 長野　ヒデ子　作・絵
● ヒルダさんと３びきのこざる クェンティン・ブレイク　文
● つまんない　つまんない ヨシタケ　シンスケ　著
● キキとジジ　魔女の宅急便特別編その２ 角野　栄子　作

・・・・・等　　
≪中学生・高校生≫
● カーネーション いとう　みく　作
● いつの日か伝説になる 藤本　ひとみ　著
● 身近な疑問がスッキリわかる理系の知識 瀧澤　美奈子　監修

・・・・・等　　
≪一般≫
● カンパニー 伊吹　有喜　著
● 女系の教科書 藤田　宜永　著
● ピエロがいる街 横関　大　著
● アンカー 今野　敏　著
● ７番街の殺人 赤川　次郎　著
● ラジオ・ガガガ 原田　ひ香　著
● ミステリ国の人々 有栖川　有栖　著
● 家康の遠き道 岩井　三四二　著
● あの子が結婚するなんて 五十嵐　貴久　著
● かがみの孤城 辻村　深月　著
● 人質オペラ 荒木　源　著
● めぐみ園の夏 高杉　良　著
● ハッチとマーロウ 青山　七恵　著
● 劇場 又吉　直樹　著
● 男尊女子 酒井　順子　著

・・・・・等　　

図書館名
（電話番号） 開館時間 ７月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

18日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 21日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

2017 年７月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

７月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

４日
—

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
５日
19日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

６日
20日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
13日
27日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

14日
28日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

７月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館
おはなしのへや
（毎週水曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

夜のおなはし会 8日（土）午後6時30分～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

3、10、17、24、31日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」 11日（火）午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

6、13、20、27日
午後４時～

だっこでギュッ 6日（木）午前10時30分～
夜のおなはし会 23日（日）午後７時～

高尾野図書館　親子読書教室　すくすく
「乳幼児と保護者のための防災教室」を

開催しました

　読み聞かせの後に石坂分署の消防士・救命士の方をお招き
して、誤飲、水難事故対応の説明、心臓マッサージやＡＥＤ
取り扱いについて教えていただきました。初めての試みでし
たが、保護者の方より「普段聞く機会がなく、とても勉強に
なりました」との感想をいただきました。また、消防自動車
や救急車も見学することができて、子供達は大喜びでした。

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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西
郷
ど
ん
に
学
ぶ

青
少
年
指
導
者
養
成
研
修
会

　５月20日、公開武家屋敷「税所邸」で、東川隆太郎
氏（ＮＰＯ法人かごしま探検の会代表理事）による講
演会が開催されました。これは、国際ロータリー第
2730地区鹿児島県北部分区第39回青少年指導者養成
研修会のプログラムとして開催されたもの。当日は、
10代から30代の未来を担う若い世代を中心に約60人
が参加し、「西郷隆盛に学ぶリーダーシップ」と題し
た講演に聞き入っていました。

熱
戦
を
展
開

肥
薩
交
流
一
輪
車
大
会

　５月３日、出水ライオンズクラブ旗肥薩交流小学
生一輪車競走大会が市陸上競技場で開催されまし
た。当日は、学校や家で練習を重ねてきた191人（45
チーム）の選手が軽快にペダルをこぎ、熱戦を繰り
広げました。障害物をジグザグに走行するスラロー
ムでは、上手く回れない選手もいましたが、チーム
メイトや保護者の声援に励まされ全員完走すること
ができました。

善
意
を
被
災
地
へ

民
生
委
員・児
童
委
員

　５月13日、市民生委員児童委員協議会連合会（矢
野ミツ会長）が、市内11カ所のスーパーなどで募金
活動を行いました。これは、甚大な被害をもたらし
た2016年熊本地震の復興支援を目的として、５月12
日の民生委員・児童委員の日に合わせて行われたも
の。
　皆さまからいただいた多くの募金は、日本赤十字
社を通じて被災地に贈られました。

　５月19日、蕨島小学校近くの海でヒラメの稚魚の
放流が行われました。放流は、北さつま漁協出水支
所の協力で毎年行われていて、今年は約９千匹の稚
魚を放流。同校では、郷土の素晴らしさを体感する
とともに、自然の恵みに感謝する「命の教育」につな
がる活動として、マテ貝堀りや海岸清掃にも取り組
んでいます。

　５月４日、同５日、出水麓武家屋敷群にある竹添
邸で「あくまきと新茶のおもてなし」が開催されまし
た。
　県内外から訪れた観光客らは、鹿児島ならではの
あくまきを味わったり、牛車に乗ったりと、ゆった
りとした時間を過ごしていました。

お
・
も
・
て
・
な
・
し

出
水
麓
武
家
屋
敷
群

元
気
に
育
っ
て
ね

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
放
流・蕨
島
小

ホ
ー
ホ
ー
ホ
タ
ル
来
い

第
１
回
ホ
タ
ル
鑑
賞
会

　５月25日、東出水小学校周辺の嫁谷川でホタルの
鑑賞会が行われました。これは、東出水小学校運営
協議会の主催で、同校の教育目標でもある「地域を
愛する心」を育むため、初めて行われたもの。
　当日は、児童や保護者、地域の方々など約100人
の参加があり、暗闇の中、幻想的な光を身にまとい
空中を飛び交うホタルの美しさに、多くの参加者が
見とれている姿が印象的な鑑賞会となりました。
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

平和薬局センター店 平和薬局古賀町店
（旧　薬局平和調剤センター） （旧　薬局平和調剤古賀町店）

電話　０９６６－６２－０２３０ 電話　０９６６－６２－２２７２

営業時間　平日　８：３０～１８：３０ 営業時間　平日　８：３０～１８：００

　　　　　　　　 　　土曜　８：３０～１７：３０ 　　　　　　　　　　 土曜　８：３０～１３：００

一般社団法人　水俣芦北薬剤師会

☆☆　７月１日から薬局の名称が変更になりました　☆☆

薬剤師募集（正社員・パート）

          勤務地：水俣市　　
             勤務時間等はご相談に応じます

           お気軽にお電話ください

　　　　　　　　　　電話　０９６６－６２－２２７２　（担当　下田）

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

家･土地

☎（0996）63‒6338 出水市下知識町107
（特産館隣り）

ホームページ公開中‼ でパインヒル不動産 検索

ローンが残っている場合でも､お気軽にご相談下さい

九州不動産公正取引協議会加盟・㈳鹿児島県宅地建物取引業協会会員・鹿児島県知事免許⑵  5603号

㈲パインヒル不動産
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香
）

米よ
ね
く
ら
 
は
る
と

倉

大

翔
（
盛
貴
・さ
や
か
）

橋は
し
ぐ
ち
 
こ
う
き

口

煌

生
（
光
大
・昭
子
）

井い

の

う

え

 

ま

な

上

愛

菜
（
謙
太
郎
・あ
ゆ
み
）

宮み
や
の
 
え
い
き
ち

野

栄

吉
（
広
輝
・
望
）

寺て
ら
に
し西　

す
ず
な
（
克
巳
・
冴
香
）

亀か
め
が
わ
 
し
ょ
う
た

川

翔

大
（
慎
司
・
友
美
）

越こ
し
た
け
 
か
な
た

竹

奏

太
（
克
行
・麻
衣
）

中な
か
む
ら
 
い
ろ
は

村

色

花
（
侑
貴
・智
世
）

中な
か
う
ら
 
ま
さ
と

浦

雅

斗
（
栄
作
・ま
な
み
）

（
5
月
1
日
～
5
月
31
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

折　

舘　

重　

男
71
新
蔵
上

内　

村　

セ　

ツ
83
上
の
原（
高
尾
野
）

笠　

原　

エ
チ
子
91
上
町
住
宅

竹　

林　

善　

治
82
上
村
西

竪　

野　

マ
サ
ヱ
94
福
ノ
江

楠　

元　

ツ
ヤ
子
88
広

瀬

大　

重　

道　

子
83
上
山
崎

西　

薗　

一　

男
60
上
水
流

山　

下　

光　

子
57
田
之
頭

野　

﨑　

桂　

子
86
下

山

仮　

屋　

由
美
子
55
地

蔵

松　

本　

ヤ
ス
子
86
米
ノ
津
東

井　

上　

洋　

子
67
平
和
団
地

内　

田　

國　

和
79
沖

田

木　

場　

直　

哉
86
米
ノ
津
東

山　

坂　

正　

子
83
加
紫
久
利
住
宅

兒　

玉　

ヨ
シ
子
85
上
り
立

川　

添　

ユ　

キ
84
今

村

池　

袋　

ノ
リ
子
90
高
牟
礼

濵　

﨑　

里　

美
55
井

上

有　

馬　

ま
り
子
68
西
水
流

櫻　

木　

ミ
サ
ト
82
唐
笠
木

井　

川　

清　

人
101
荒
崎（
高
尾
野
）

田　

島　
　
　

富
103
上
古
市

薄　

井　

和　

子
87
中

里

宮　

川　

貞　

志
76
福
ノ
江
港

中　

村　

ス
ガ
ノ
94
内
野
々
上

久　

野　

德　

光
84
加
治
屋
町

山　

上　

キ
ヨ
ミ
82
上
餅
井

森　
　
　

チ
ヱ
子
77
青

椎

園　

畠　

良　

一
82
溝

下

田　

島　

正　

德
86
東

町

野　

﨑　
　
　

幸
85
下

山

盛　
　
　

マ
サ
子
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築

港

椎　

木　

貞　

雄
74
木

串

宮　

内　

良　

一
92
向

江

坂　

本　

眞　

澄
81
上
町
住
宅

神　
　
　

惣
一
郎
86
上
の
原（
高
尾
野
）

梅　

田　

秀　

子
96
広

瀬

長　

野　

和　

好
88
関

外

坂　

口　

忠　

男
88
花
立
西

平　

田　

芳　

伸
68
鶴

見

宮　

下　

勝　

美
78
木
牟
礼

鶴　

田　

久　

子
91
朝
日
町

田　

中　

カ
ヤ
ノ
91
井

上

曽　

山　

六　

男
70
新

町

遠　

竹　

エ　

ミ
96
野

平

武　

下　

ヤ
チ
ヨ
88
馬

流

有　

村　

ア
ツ
子
89

原

（
5
月
1
日
～
5
月
31
日
届
け
出
分
）

山　

門　

民　

子
80
上
村
東

（
4
月
1
日
～
4
月
30
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

竪　

野　

良　

明
（
福
ノ
江
）

楠　

元　

崇　

志
（
東
京
都
）

野　

﨑　
　
　

幸
（
下

山
）

山　

下　

公　

一
（
田
之
頭
）

松　

本　
　
　

聰
（
米
ノ
津
東
）

伊
牟
田　

昌　

子
（
姶
良
市
）

川　

添　

善　

一
（
今

村
）

田　

島　

麗　

子
（
上
古
市
）

薄　

井　
　
　

治
（
中

里
）

宮　

川　

喜　

子
（
福
ノ
江
港
）

池　

袋　

早　

志
（
高
牟
礼
）

堀　

川　

満　

美
（
福
岡
県
）

濵　

﨑　

光　

明
（
井

上
）

内　

田　

貴
美
子
（
沖

田
）

有　

馬　

勝　

夫
（
西
水
流
）

赤　

﨑　

幸　

二
（
熊
本
県
）

園　

畠　

芳　

枝
（
溝

下
）

森　
　
　

光　

義
（
青

椎
）

盛　
　
　

正　

明
（
築

港
）

宮　

内　
　
　

悟
（
鹿
児
島
市
）

神　
　
　

光　

子
（
上
の
原（
高
尾
野
））

長　

野　

君　

江
（
関

外
）

坂　

口　

厚　

代
（
花
立
西
）

平　

田　

眞
理
子
（
鶴

見
）

宮　

下　

ハ
ツ
コ
（
木
牟
礼
）

田　

中　
　
　

彰
（
井

上
）

遠　

竹　

哲　

朗
（
野

平
）

鶴　

田　

末　

雄
（
朝
日
町
）

福　

山　
　
　

修
（
井

上
）

有　

村　

正　

剛
（

原

）

曽　

山　

和　

枝
（
新

町
）

武　

下　

敬　

志
（
馬

流
）

一
般
寄
付

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
企
画
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

7　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62-0419

［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63-8300

［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎72-0016

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86-0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67-1611

９日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62-8350

［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64-1500

［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72-0040

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88-2595

16日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63-7707

［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67-2600

［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73-3639

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88-6405

17日（月）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63-7800

［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62-8200

［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72-1041

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75-2121

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88-5040

23日（日）

［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62-0167

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63-1112

［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73-4180

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88-5040

30日（日）

［当］ 奥田蘇明会医院 内・皮膚・精神科 町（高尾野） ☎82-3998

［当］ 東医院 整形外科 六月田中 ☎67-1861

［当］ 上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73-1055

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86-0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67-1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 － 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子供の夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 － 254 － 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
７月17日

はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62－8241 茶 円 堀
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江 町

７月23日
楠元内科医院（歯科） 歯科 ☎79－3351 鹿 島
あ す か 薬 局 ☎63－7322 鹿 島

７月30日
太田歯科クリニック 歯科 ☎84－4700 仲町(野田)
スマイル薬局出水店 ☎67－2055 六月田下
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
７月１日～２日 三 和 住 設 ☎62－5114

携帯電話
（090－7397－7898）

ア タ ッ ク ス ☎82－0044

携帯電話
（090－7154－7490）

７月３日～９日 井 手 口 電 設 ☎62－0901 釜 崎 水 道 ☎82－0249

７月10日～16日
太 田 電 機
工 業 所

☎63－1966 桑野水道設備 ☎82－4385

７月17日～23日 北 薩 設 備 ☎62－6011 中 畠 組 ☎82－0437
７月24日～30日 第 一 産 業 ☎63－0708 山﨑水道設備 ☎82－1600

7月31日 道 添 建 設 ☎62－3833 福 井 組 ☎84－2534

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2017年５月１日～同５月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（±０） １件（＋１） ０人（±０） ０人（±０） 168件（－12） 98人（－７）
2017年の累計 ５件（－７） ５件（－２） １人（±０） ０人（－１） 918件（－２） 504人（－６）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

７月の主な行事

７月２日
久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73－0470 阿久根市
Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63－8800 野添(出水)
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64－8161 早 馬

７月９日
上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2306 西 町
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

７月16日
ち ゃ え ん 歯 科 歯科 ☎67－2325 六月田下
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

９日（日）▶第１回病院あり方市民公開会議（午後１時・市音楽ホール）

21日（金）▶第１回出水っ子一斉ラジオ体操会（午前６時30分・各校区の小学校校庭など）

22日（土）▶夏祭りいずみ「鶴翔祭」１日目（午後５時30分・本町商店街）

23日（日）▶夏祭りいずみ「鶴翔祭」２日目（午後４時・市多目的グラウンド）

☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午
※歯科医院診療時間　午前９時～正午 ◎変更になることがあります。

　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
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４
月
22
日
か
ら
５
月
21
日
ま

で
、
鹿
児
島
県
立
博
物
館
の
協
力

に
よ
り
企
画
展
「
鹿
児
島
の
自
然

災
害
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
発
生
の
針
原
地
区

土
石
流
災
害
、
２
０
０
６
年
の
北

部
豪
雨
災
害
時
の

被
災
写
真
や
パ
ネ

ル
を
来
場
者
は
真

剣
な
表
情
で
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

「
鹿
児
島
の
自
然
災
害
」　

６
月
１
日
、
大
川
内
小
学
校

で
今
年
度
第
１
回
目
の
小
規
模

５
校
集
合
学
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
的
に
小
規
模

校
が
統
廃
合
さ
れ
て
い
く
中
、

そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
地
域
性

や
歴
史
を
持
つ
小
規
模
校
を
存

続
さ
せ
る
た
め
の
施
策
の
一
つ

と
し
て
、
２
０
１
４
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
普
段
少
人
数

で
は
で
き
な
い
体
育
の
ゲ
ー
ム

型
学
習
や
音
楽
で
の
合
奏
な
ど

を
楽
し
む
姿
は
、
子
供
た
ち
の

確
か
な
成
長
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。

　
笑
顔
輝
く「
出
水
の
宝
子
」

『今月の問題』
漢字で海狸と書かれる動物は
なに？
Ａ　ビーバー
Ｂ　ヌートリア
Ｃ　ラッコ

先月号のクイズと答え

サイの角って何でできているの？

Ａ　毛
Ｂ　骨
Ｃ　脂肪
答は A　毛でした。

　長年にわたる民生委員・児童委員の活動を評価
され、厚生労働大臣特別表彰を受賞された、肱岡
彰子さん（向江自治会・前列左）上野郁郎さん（名
古東自治会・前列中央）江野洋子さん（荒崎（高
尾野）自治会・前列右）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　出水ライオンズクラブから新庁舎竣工記念とし
て時計が寄贈されました。
　１階の総合案内にて、来庁者用として活用され
ています。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　第 40 回鹿児島県消防救助技術指導会ほふく救
出の部で入賞された、宮下チーム（宮下消防副士
長：右から３番目、大平消防士：右から２番目、
川口消防士：左から２番目）　３人は、８月 23 日
に宮城県で開催される全国大会に出場します。

　6 月 3 日、同 4 日、関東ふるさと出水会「ふる
さと交流会」が開催され、同会の皆さまから「読
書活動日本一のまちづくり」を目指す本市に図書
購入費を寄付していただきました。


